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研究要旨 

 
本研究はe-learningシステムという情報通信機器環境の特性を活かした能動的な学習システ

ムの具体的な教授法の精緻化およびその内容に関する検証と，これらを組合せたe-learningシ
ステムの実装レベルにおける評価，検証を行うことを目的とした． 

 結果として，本研究において開発を試みた当該システムを用いることにより，ヒューマンフ

ァクターに関する要素が複雑に絡み合い，たんなる知識だけでは具体的な状況での適応が難し

いと考えられる医療安全に関して，より受動的な形で学び得る可能性が高まることに関しての

知見を得ることができたといえる． 
具体的には，本研究における知見から，いわゆるたんに医療安全に関する知識を受動的に学

習し，その知識の獲得に関する程度を測定するのではなく，実際の臨床現場における状況にお

いて，どのように医療安全に関わる論点が生じているのかという点に関して，具体的な状況を

把握し，さらにそうした状況を能動的に判断し，それを検討するというプロセスを通して，医

療安全に関するより具体的な行動を考慮することが可能となることが明確となったといえる． 
最終的に医療安全を現場レベルで向上させるためには，たんに知識を習得するだけでは十分

ではなく，能動的にそれらを実際に活用しうる環境が必要であると考えられる．そうした意味

で，本研究において開発を試みた当該システムは，こうした能動性を技術的には担保しうるも

のであるといえる．今後，こうしたシステムを普及させていくためには，コンテンツを含めた

システムの構築に留まらず，制度的な方策も合わせて検討を行う必要があると考えられる． 
結論として，これまで医療安全をその主要内容とする既存のe-learningシステムは一定数存在

する中で，今後必要とされる，医療安全管理体制整備に向けた，効果のある職員研修のあり方，

事故調査への対応能力向上に向けた方策，より機能分化した医療環境における医療安全対応ス

キルの取得などに関わるより細やかな支援などに対しては，適切に対応するものとなっていな

い可能性が高いと考えられ，より抜本的な対応とそれに応じたe-learningシステムの開発が必要

であると考えられる． 
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利用者 管理者 

ログイン機能 利用者機能全般 

動画閲覧： 

タイムスタンプ 
ユーザ，動画管理機能： 

e-learning 設定等 

動画確認： 

タイムスタンプ 
タ イ ム ス タ ン プ 管 理 機 

能：集約レベル等 

Ａ．研究背景・目的 
 医療安全に関しては，医療安全管理者養成向け

など既に多くのe-learningシステムが提供されて

いるが，それらに共通する特徴は，受講者がWeb
上の動画等のコンテンツをオンディマンドで視聴

し，その理解度をクイズなどにより評価するとい

うもので，学習形態そのものは，いわゆる座学的

な学習形態の延長線上にあるといえる． 
 その一方で，近年，座学中心の教授法が受動的

であることから生じる課題を克服するために，ア

クティブ・ラーニングや反転授業などの教授法が

示されてきている．これらの教授法は，受動的な

学習から，より能動的な学習への転換に焦点があ

り，この受講者の能動性こそが，学習内容の習熟

に関して高い効果があることが示唆されてきてい

る． 
 そこで本研究はe-learningシステムという情報

通信機器環境の特性を活かした能動的な学習シス

テムの具体的な教授法の精緻化およびその内容に

関する検証と，これらを組合せたe-learningシステ

ムの実装レベルにおける評価し，検討を行うこと

を目的とした． 

 

Ｂ．研究方法 
本研究は，医療従事者が医療安全に関するスキ

ルを向上させうる効果的なe-learningシステムの

構築を目指すなかで，e-learningという情報通信機

器環境の特性を活かした能動的な学習システムを

構築するために「動画認識の把握」等の精緻化を

進め，さらに個々の受講者の学習記録データを効

率的かつ低廉な形で保持しうるe-learningシステ

ムの構築を試みた． 
 くわえて当該システムにおけるコンテンツに関

して，当該e-learningシステムを用いることにより，

その習得が効果的となるテーマの検討を行い，あわ

せて当該システムにおけるコンテンツの開発方法

に関しても検討を行った． 
また医療安全に関わる既存のe-learningシステ

ムに関する具体的かつ実践的な導入の実状把握に

関する，基礎的な知見を収集するために，当該シ

ステムに関する提供側の情報に関して一般に公開

された情報を可能な限り網羅的に収集し，その分

析と検討を実施した．また実際の利用に関しても，

国立大学病院等を中心に調査を実施し，情報の収

集を行った． 
 
（倫理面への配慮） 
 本研究においては，特定の臨床的な情報は言う

に及ばず，何らかの個人情報に関しても含まれる

ものではないため，特定の倫理的課題は生じない． 
 
 

Ｃ．研究結果 
「動画認識の把握」は，受動的になりがちな動

画視聴をより能動的なものとする仕組みであるが，

そもそも動画視聴のような非構造化データを解析

するのは容易ではない． 
そこでまず第一段階として受講者が動画視聴中

に簡単な操作でタイムスタンプを付ける仕組みを

導入し，動画視聴後に，重要だった点，理解が及

ばなかった点を時系列に沿って確認することを可

能とする仕組みの構築することにより動画認識の

把握を試みた． 
 具体的には，動画コンテンツにタイムスタンプ

を紐付けし，動画コンテンツを利用者がどの様に

把握し，理解したかに関する測定を試みた．その

ために必要なシステムの基本設計は，e-learning形
式に対応でき，利用デバイスは  PC または 
Androidなどのタブレット端末を利用可能とした． 
 こうしたシステムを組み込んだe-learningシス

テムに関しては，そのデータベースの基本テーブ

ル構成として図1の形式をとった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図1 基本テーブル構成 

 
またusersテーブルは利用者のログイン情報や

役割を管理し，contentsテーブルは動画コンテンツ

の情報を管理することとした．またtimestamps テ
ーブルは各ユーザの対象動画におけるタイムスタ

ンプを管理する形態をとっている．さらにタイム

スタンプ属性テーブル群は対象モデルにおいて必

要な数だけ設置した．またシステムでのユーザは

利用者と管理者であり，両者の利用機能に関して

は下記の形で分類を行った（表1）． 
 

表1 基本機能 
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動画タイムスタンプの

見える化 

タイムスタンプの動画 

上での重ね合わせ 

動画タイムスタンプの

集計 

タイムスタンプのグラ 

フ化 

端末機能 端末からのユーザ認証 

動画コンテンツ同期： 

ダウンロード機能 

また本e-learningシステムにおける利用者のシ

ステムフローは図2の形態をとり，システム全体フ

ローは図3の形態をとるものとした． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図2 利用者のシステムフロー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図3 全体のシステムフロー 
 
具体的な流れとしては，動画閲覧１回目でボタ

ンを押しタイムスタンプを登録する．その後タイ

ムスタンプの属性がモデル毎設定されるので，そ

の設定された属性数動画閲覧を繰り返し，属性を

登録していく形態をとった． 
また本e-learningシステムを構築する上での技

術的な要素としては「タイムスタンプの動画上で

の重ね合わせ」，「タイムスタンプのグラフ化」，

「端末における操作機能」などであるといえる（表

2）． 
表2 必要とされる技術的な要素 

 
 
 
 
 

 
 

なお，動画視聴に合わせての当該タイムスタン

プ機能に関しては，上記に述べたとおりの基本的

な機能を元に，たんに重要なポイントにマークを

するという形から，視聴内容において医療安全上

の課題を，具体的にシステム上で入力を行うこと

ができる機能を加えた． 
その理由としては，いわゆる動画視聴における

重要なシーンをマークするだけでは，そのシーン

において，どのような医療安全上のスキルが必要

であるかを明確化することできないためであった．

この点は，当該システムを構築する過程で，研究

組織の研究者らが実際に当該システムを体験する

なかで，見出された論点であったといえる． 
また技術的な論点ではあるが，タイムスタンプ

を動画に重ね合わせるビデオタグの利用と，同時

刻に動画閲覧を実施する場合の動画配信スクリプ

トに関しても本e-learningシステムに組み込みを

試みた）． 
コンテンツの開発に関しては，2つのステップか

ら検討を行った．まず動画視聴に先立って，動画

視聴時における課題（重要だと考えるシーンにマ

ークを行う，もしくは当該シーンにコメントを挿

入する）を遂行するためには，いわゆる事前情報

の取得もしくは学習が必要となる．これに関して

は，いわゆる医療安全における実践的な課題の中

から，とくに近年，関心が高まっている，ノンテ

クニカルスキル（Non-technical skills：NTS）に

焦点を当て，そのコンテツ化に関する検討を行っ

た．ついで，これらのコンテンツに関しては，Web
上において，システム上で配信できる形態を当該

システムの機能に組み込むための検討を行った． 
これらの事前情報の取得および学習を踏まえて

の動画視聴とそこでの課題発見機能に関しては，

当初は，当該課題に関して重要だと考えるシーン

にタイムスタンプを押すという単純なものを想定

したが，検討を進める中で，そうしたシーンを「な

ぜ，どうして」重要だと考えるのかという点に関

する情報が，たんなるタイムスタンプ機能だけで

は欠けており，受講者などへの効果的なフィード

バックがなしえないことが明らかとなった． 
そこで，重要だと考えるシーンにたんにタイム

スタンプを押し，その記録を保存するという機能

に代えて，重要だと考えるシーンにおいて，具体

的なコメントを挿入し，その記録を保存する機能

を付け加えた． 
それにより，受講者らが「なぜ，どうして」そ

れらのシーンを重要と考えたかに関する情報を取

得できるのみならず，さらに一歩踏み込んで，「ど

のようにしていこう」としたシーンに見られる課

題等に対応するかを考えることを促すフィードバ

ックを可能とすることとなる． 
最終的に当該e-learningシステムにおける機能
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は，これまで解析にまで至っていない受講者の動

画理解に関しての解析を容易な環境で行うことが

でき，またその適応範囲が広く，かつ本試行によ

りその具体的なe-learningシステムへの組み込み

も現実的なものであることが判明したといえる． 
また医療安全に関わる既存のe-learningシステ

ムに関する具体的かつ実践的な導入の実状把握に

関しては，一般には約60のクラウド（ASP）型の医

療安全に関わるe-learningシステムが見出された．

また国立大学病院等における導入実態に関しては

約20の現状に関する情報の収集がなされたのであ

るが，我が国の医療安全を主導する国立大学病院等

においても，様々なシステムの導入形態が見られた．

また国立大学病院という大規模組織の特徴とも言

えるが，システム，コンテンツ，サポート等を組織

独自で実施する機関が存在するなど，当該システム

の高度化が見られた． 
 
Ｄ．考察 
 本研究において開発を試みたe-learningシステ

ムを用いることにより，ヒューマンファクターに関

する要素が複雑に絡み合い，たんなる知識だけでは

具体的な状況での適応が難しいと考えられる医療

安全に関する知見を，より受動的な形で学びうる可

能性が高いと考えられる． 
 こうしたシステムは，我が国においては一般的な

座学の延長線上に位置する既存の医療安全に関す

るe-learningシステムとは一線を画するものであ

ると考えられる． 
 
Ｅ．結論 
医療安全を現場レベルで向上させるためには，た

んに知識を習得するだけでは十分ではなく，能動的

にそれらを実際に活用しうる環境が必要であると

考えられる．そうした意味で，本研究において開発

を試みた当該システムは，こうした能動性を技術的

には担保しうるものであることが判明した． 
また医療安全をその主要内容とする既存の

e-learningシステムは多数存在する一方で，今後必

要とされる，医療安全管理体制整備に向けた，効果

のある職員研修のあり方，事故調査への対応能力向

上に向けた方策，より機能分化した医療環境におけ

る医療安全対応スキルの取得などに関わるより細

やかな支援などに対しては，適切に対応するものと

なっていない可能性が高いといえた． 
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